
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより    学校スローガン「殻を破れ！一歩前へ」 
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令和４年 １２月１４日 

 南島原市立西有家中学校 

校長 本多 洋二 
西有家中 No１４ 

２学期末を迎えて 

 令和４年も最後の月を迎えました。今年１年、

皆さんにとって、どんな年だったでしょうか。コ

ロナ感染対応も３年目を迎え、ワクチン接種も進

み、これまでの生活様式が少しずつ通常の生活に

戻りつつあります。各種行事においても、３年ぶ

りに開催、ということも多く、本校の総合的な学

習発表会や町の文化祭、市ＰＴＡ連合会の球技大

会等、３年ぶり・・・という言葉を多く聞きまし

た。しかしながら、コロナ感染拡大が第８波に入

りそうな状況もあり、予断を許さない、気を抜け

ない状況です。今後も、感染拡大予防には留意し

なければなりません。御家庭でも、部屋の換気や

手指消毒、うがい・手洗いの徹底をお願いします。 

  

 

 

 

１月の主な行事 

６日（金） イングリッシュ暗唱大会 

１０日（火） ３学期始業式 

１１日（水） 市学力調査（１・２年） 

       実力テスト（３年） 

       生徒会役員引継式 

１２日（木） 身体測定 

１３日（金） 生徒会専門委員会 

１７日（火） 生徒会中央委員会 

１８日（水） 生徒集会 

感謝！日々のボランティア活動！！ 

生徒会を中心に、軟式野球部やバレーボール

部、その他生徒有志が、４月から雨天時やテス

ト時以外ほぼ毎日、あいさつ運動と校庭の除草

作業、学校周辺のごみ拾いを行なっています。

特に地域をきれいにという考えで、生徒会が、

学校周辺のごみ拾いを実施しています。タバコ

の吸殻やジュースの空き缶、買い物袋などのご

みがあります。最近では、マスクが落ちている

ことが多いようです。 

 

 

 

 

 

 

 

＜毎朝ごみ拾いをする西中生徒会＞ 

＜毎朝学校周辺の地域を回ります＞ 

 

避難訓練実施！ 

去る１１月２５日に南島原消防署員の方々に

来校いただき、避難の様子や火災の時の対応の

仕方について訓練を行いました。加えて消火器

の使い方についても御指導いただきました。生

徒たちは、避難するときや消火器を使っての消

火訓練の時も真剣に参加していました。この学

びをいざというときに活用して欲しいと感じま

した。 

 

 

 

 

消防署員の方の

話を真剣に聞く

生徒たち ＜真剣に消火する生徒＞ 

 

 

 

税の作文で優秀賞を

受賞した林田佳子さ

ん（３－１）。納税組

合会長から授与。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒会役員選挙実施！ 

去る１２月８日に生徒会役員選挙を実

施しました。会長候補に２年生が５名、１

年生副会長に４名の生徒が立候補しまし

た。投票の結果、会長・副会長が決定しま

した。西有家中を更に発展させ、より良く

してくれるものと期待しています。 

＜令和５年度 生徒会新会長・副会長＞ 

生徒会長 志岐 彩花さん（2-1） 

生徒会副会長 金子 直透さん（2-1） 

生徒会副会長 宮﨑 和花さん（１-1） 

 

＜堂々と演説をする立候補者達＞ 

自分の考えや人の受け売りです。 気軽にお読み

ください。 

ある教育雑誌を読んでいると、素敵な話が載って

いましたので紹介します。こんな爽やかな高校生が

いたという感動と共に、当たり前のことを当たり前

にできる生徒、当たり前のようにお礼の手紙が書け

る生徒に西有家中生も育ってくれることを切に願っ

ています。 

  

 

 

 「妻がスーパーでの買い物を済ませ，家に帰

ったら財布がないのに気がつきました。あわて

て通った道を辿
たど

りましたが結局見つからず，交

番に届けました。半ばあきらめておりましたが，

翌日警察署から連絡をもらい，財布は無事に

手元に戻りました。拾っていただいたのは，地

元の高校に通う高校生でした。すぐに礼状（薄

謝を同封）を出して，本来ならこれでめでたしめ

でたしのはずですが，何と本人さんから丁寧な

返事が届いたのです。感動したので，全文ご紹

介します。（右の文） 

  

はじめまして。今日学校から帰るとお手紙

が届いていました。 

 僕は，当たり前のことをしただけなのに，

こんなにも喜んでいただきとても嬉しく思っ

ています。それからお金（薄謝というんです

ね，勉強になりました）を沢山いただいてあ

りがとうございました。大切に遣わせていた

だきます。 

 僕は小さい頃からサッカーを習っていて，

高校に進学する際，憧れの高校を選びました。

夢はサッカー部のレギュラーとして国立競技

場のピッチに立つことです。これからも高校

の校訓である「文武両道」を目指してがんば

ります。 

 この度は，本当にありがとうございました。

どうかお身体を大切にしてください。 

人権集会開催！！ 

去る１２月５日に人権集会を行ない

ました。講演会では、長崎県社会教育委

員、長崎県メディア安全指導員の梅木澤

さんを講師にお迎えして、「インターネ

ットと人権」という題でお話をいただき

ました。主な内容は、情報モラル、ネッ

トいじめ等についてでした。印象に残っ

たのは、 

〇いつの間にか見知らぬ人（悪意がある

人）とも繋がっていることがある。 

〇加害者にも被害者にもなり得る。 

〇情報が正しいのかうそなのか、しっか

り判断する必要がある。うその情報も多

いことの認識が必要。 

 

西
中
人
権
宣
言
を
発
表

す
る
実
行
委
員
。 


